
参加費：無料 

主催 

【プロフィール】 
・大学卒業後、株式会社ベネッセコーポ  
 レーションにて教材編集や新規事業開発  
 等を担当。 
・在職中に大学院に進学し、SDGsにおけ 
 る教育の役割と生徒の社会参画のあり 
 方について研究。 
・2016年度より岡山大学実践型教育プ 
 ランナー、2020年度より准教授として  
 実践型社会連携教育を担当。 
・SDGsカードゲームやLEGOブロックを活 
 用したワークショップなども運営。 

ファシリテーター 講師ご紹介 

 岡山大学 教育推進機構 准教授 博士（総合社会文化） 
  「SDGs de 地方創生」公認ファシリテーター 

   吉川 幸 氏    

SDGs de 地方創生 
カードゲーム研修会 

 「SDGs de 地方創生」カードゲームは、参加者が架空のまちの住
人として他の参加者とチームを組んで、対話し考えを共有しながら地
域の課題解決プロジェクトに取り組むゲームです。 
 皆さんはゲームの中で「持続可能なまち（豊かに過ごせるまち）」を
目指せるでしょうか？是非、ご参加ください。 

『ＳＤＧｓ de 地方創生』カードゲームとは？ 

令和６年 

６月１９日(水) 

 13:30～16:30 
  (受付13:00～) 

場所：岡山市勤労者福祉センター 5階 体育集会室 
   （岡山市北区春日町5-6） 

対象：岡山市SDGs推進パートナーズ登録事業者 

  【定員:36名様(先着順)】 【申込締切:6月16日】 

※来館者用の駐車場は台数に限りがございます。近隣パーキングもご利用ください。 
※バスをご利用の方は岡電バス、下電バスの「市役所前」下車から徒歩約５分。 

注目！ ココが学びになる！！ 

①「ＳＤＧｓ」の概念が本研修を通じてより深く理解できる！ 
 ➾地域の持つ様々な資源や特性を理解し、魅力や強みを引き出す方法を学べる。 

②協働・協調の大切さが学べる！ 
 ➾参加者同士でチームワークや協力関係の重要性を実践しながら学べる。 

③まちづくりやビジネスに活かせる！ 
 ➾ゲーム中に発生する課題や問題の解決過程で、創造性や柔軟性を養い、新たな 
   アイディアや解決策を見出す能力を高められる。 

Ｐｒｅｓｅｎｔｓ 

 本研修会は、岡山市SDGs推進パートナーズ登録事業者
の皆さまに、SDGsの理解をより一層深め、今後の事業活動
に活用いただくことを目的とし、カードゲームを通じて対話・交
流しながら、SDGsの考え方を学ぶものです。事業課題の解
決、地域の活性化を図る力をともに高めていきましょう。 

今回研修の内容について 

アクセスマップ 



下記ＵＲＬまたはＱＲコードより必要事項を

入力のうえ、お申込みください。 

お申込み方法 お問い合わせ先 

機関名 部署名 担当者 連絡先 

中国銀行 地方創生ＳＤＧｓ推進部 人見 086-234-6351 

トマト銀行 コンサルティング営業部 吉岡 086-800-1820 

日本政策金融公庫 岡山支店 佐藤 086-232-3611 

岡山県信用保証協会 業務統括部 粂谷 086-243-1124 

＜主催：おかやま共創パートナーシップ＞ 
《申込フォーム》 

https://m.chugin.co.jp/60 

当日の流れ 

《スケジュール表》 

時間 内容 所要時間 

13:30～ ①開講挨拶  ５分 

 
 

13:35～ 

【ファシリテーター 講師：吉川 幸 氏】 

②グループ内での自己紹介 
③カードゲームの説明 
④ゲーム実施 
⑤受講生ふりかえり 

 
 

１７０分 

16:25～ ⑥閉講挨拶  ５分 

研修概要 

SDGsの考え方を地域の活性化に活かしてみませんか？ 

「SDGs de 地方創生」を通して学べる3点 

対話 協働 共通点 
 「SDGs de 地方創生」を
通して自分のこだわりを一旦
手放し、周囲の方との対話
を重ねることで、より良い解
決策を見出す感覚を身に
着けられる。 

 対話の機会を設け、一緒
により良い形をつくる″協働”
の精神で動き始めると物事
が変わります。 
 ビジョンの共感・中長期的
な視野など様々な協働のや
り方を学ぶことができる。 

 地方創生活動とSDGsの
本質は共通点がある。 
 地域の人々の日々の営み
がSDGsに貢献し得ること、
周囲を巻き込んでいく感覚
がSDGｓの実践に重要で
あることを学べる。 

 「SDGs de 地方創生」のまちの状態は「人口」、「経済」、「環境」、「暮らし」の４つの指標で表されます。 
何もしなければ徐々に人口が減っていく中で、12年後も持続可能なまち(豊かに過ごせるまち)となるのか、 
残念ながら消滅可能性が高い都市になるのかは参加者1人1人の行動によって変化します。 

 参加者は、行政(税収から資
金の使い道を決定する役割)と
市民(一次産業従事者やまち
工場の経営者、一市民などの
地域の人々)の2つの役割に分
かれて、それぞれに異なるゴール
や思惑で動きます。 
  
 プロジェクト実行にはお金と資
源・リソースが必要なため、行政
と市民が協力することが重要で
す。 


